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表 1 調査協力校の情報 
小学校 外国人児童数 外国人児童の主な国籍 日本語指導体制 




















表 2 質問紙調査協力者の立場の内訳（人数） 
管理職 学級担任 日本語担当 特別支援 その他 不明 
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表 3 教員の属性 
教員 学校 立場 教職歴 備考 
T1 S1小学校 学級担任 30年 特別支援学級担当経験あり 
T2 S2小学校 日本語担当 10年 常勤講師，日本語担当歴 7年 
T3 S3小学校 学級担任 27年 H.30学年主任 
T4 S3小学校 学級担任 6年 H.30外国人児童の初担任 
T5 S3小学校 学級担任 3年 常勤講師，H.30外国人児童の初担任 



















出語数 792 語，異なり語数 294 語，40 文であった。分析の結果，外国人児童に向き合う教
員のモチベーション変化要因は以下の表 4のように分類された。 
 
表 4 外国人児童指導に向き合う教員のモチベーション変化要因 
大コード  小コード 
【子どもの様子】 ↑ 〈伝わる喜び〉〈子どもの前向きな姿〉〈子どもの成長〉 
〈子どもとの関係構築〉 
↓ 〈言葉の壁〉〈子どもの不安や意欲低下〉 
【教員個人】 ↑ 〈スキルアップ〉〈時期やタイミング〉〈支援・指導の捗り〉 
↓ 〈日々の多忙感〉〈指導への自身のなさ〉〈時期的な難しさ〉 
図 1 「やる気曲線」の一例（学級担任） 
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【職場環境】 ↑ 〈助言や支援〉〈共感や称賛〉〈学校業務の時期〉 
↓ 〈自身の立場への不理解〉〈支援・連携不足や孤立〉 


































図 2 モチベーション変化要因の集計 





































図 3 モチベーション上昇要因の月ごとの特徴 






































図 4 モチベーション低下要因の月ごとの特徴 
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